
 

定員：２００人 

（定員になり次第終了） 

申し込み後は特段の

連絡はしませんので

ご了承ください。 

参加をお断りする場

合のみ連絡をします。 

なお，電話でのお問

い合わせは対応致し

かねます。 

びんご多文化共生研究会 (主催)・福山市立大学教育研究交流センター(共催) 

 

 

日 時：2020 年 2 月 11 日(火・祝) 13：00～17：00 

場 所：福山市立大学 大講義室 （福山市港町 2-19-1） 

「人
ひと

は 地域
ちいき

の 財産
ざいさん

」 

～人
ひと

のもつ様々
さまざま

なちがいを乗
の

り越
こ

え、 

安心
あんしん

して 生
しょう

老
ろう

病死
びょうし

を受
う

け入
い

れられる 

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の構築
こうちく

を目指
め ざ

して～ 

〔講師プロフィール〕 

一般社団法人グローバル人財サポート浜松 代表理事 

一般財団法人自治体国際化協会 地域国際化推進アドバイザー 

文化庁 地域日本語教育推進アドバイザー 
〔著書〕 

 「介護のための日本語教室にみる多文化共生社会づくりへの取り組み―浜松国際交流協会の実践から」

『日本語学』第 28 巻第 6 号 79-87 明治書院（２００９） 

 「やさしい日本語とイラストでわかる介護のしごと」日本医療企画（２０１５） 

 

 

福山市の日本人住民が減る一方で，外国人住民は 2019 年 10 月末現在で 1 万

人を超えました。とりわけ，福山市では技能実習生の比率が全国平均を大きく上回

っており，大学や各種専門学校（含日本語学校）への留学も高い比率を占めている

という特徴があります。これは，海外から転入する若者が増え続けており，少なく

とも数年間は福山で暮らすことがほぼ確定していることを意味しています。また，

入管法改正で，日本に住み続ける門戸も開かれました。「共に暮らす。」この意味を

いま私たち自身に問いかけたいと思います。 

 

申込方法：右の QR コードを読み取って申込み

フォームから申し込んでください。 
下表の内容をメールもしくは FAX でお申し込みいただいても結構です。 

送り先：福山市立大学教育研究交流センター メール：koryu@fcu.ac.jp  FAX：928-1248 

ご所属 

※ご所属については，当実行委員会での取りまとめのために使用し，公表しません。 

関係がある区分全てに☑ をお願いします。     □所属団体なし 

□市職員 □消防局職員 □市議会議員 □自治会役員 

□民生委員 □地域日本語教室 □日本語学校 □外国人雇用企業に勤務 

□派遣組合 □教育・保育関係者 □多文化共生関係の活動団体 

□人権擁護委員 □学生（大学・高校） □その他（           ） 
（ふりがな） 
お名前 

（         ） 
年齢 

□10 代 □20 代 □30 代 □40 代  

□50 代 □60 代 □70 代 □80 代以上 

お住まい 

福山市 □中心部 □松永支所管内 □北部支所管内 □東部支所管内 

□神辺支所管内 □鞆支所管内 □内海支所管内 □沼隈支所管内 

□芦田支所管内 □加茂支所管内 □新市支所管内 

□福山市以外（                 ） 

ご連絡先 TEL/E-mail 

主 催：びんご多文化共生研究会  

共 催：福山市立大学教育研究交流センター 

後 援：中国新聞備後本社，エフエムふくやま 

講師
こ う し

：堀
ほり

 永乃
ひ さ の

さん 


